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管理資格者を配置しました。各工場での環境保全活動の推進担当者として実施

すべき業務内容を環境管理マニュアルに定めるとともに、定期的な環境管理部

との連絡会議により、環境関連情報を共有化するとともに各担当者の活動をフ

ォローしています。 

平成 18 年度は、千葉地区内において１６１名が受験し、６２名が合格しま

した（合格率３９％）。今後とも公害防止管理者資格取得推進を通じて、環境

保全の意識と知識の定着に努めてまいります。 

 

２．ダスト精錬炉及びその関連施設におけるシアン対策 

（１）ダスト精錬炉周辺の土壌･地下水の調査状況 

    ダスト精錬炉より発生したシアン化合物による施設周辺土壌､及び地下水へ

の影響について調査するために、ダスト精錬炉周辺の表層部の土壌と表層水の

シアン化合物を分析しました。調査の結果、ダスト精錬炉周囲の土壌表層部と

表層水でシアンが検出されました。 

深度方向の汚染状況を把握するために、ボーリング調査を実施しました。そ

の結果、土壌・地下水ともに、地表面より約 7.8m の深さまで汚染が確認され

ました。また、ダスト精錬炉周辺の土質調査の結果より、深さ約 15m の位置に

不透水層が存在し、今回の汚染がこれよりも浅い範囲に限定出来ることが判明

しました。 

更に、ダスト精錬炉周辺を汚染したシアン化合物の西六号線排水口への排出

経路を確認するため、周辺の地下構造物を調査しました。この結果、従来から

判明していた雨水によるシアン化合物の排出経路以外に、地下に埋設されてい

る地下水集水用のポーラス管による排出経路があることが判明しました。 

ダスト精錬炉周辺の土壌・地下水の浄化について、試験揚水井による適正揚

水量等の事前調査結果を基に浄化計画を作成し、平成 18 年 7 月 20 日に千葉

県・千葉市殿に事前協議書を提出しました。10月 24日に千葉県・千葉市殿の

審議が終了し、現在、揚水設備の設置等の工事を実施中です。浄化作業を開始

後、速やかに汚染範囲の外周部に設けた観測井において定期的にシアン化合物

濃度を確認する予定です。 
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